
《重点取組項目》
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高知県立高知ろう学校

《高知県
の教育の
基本理

念》

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく子どもたち
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く人材 《
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聴覚障害教育の学校として、学ぶ意欲にあふれ、心豊かにたくましく夢に向かって羽ばたく子
どもたちを育成する学校。
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要

・教職員の専門性の向上並びに効果的なＩＣＴの活用で幼児児童生徒の学力の向上を目指す。
・キャリア教育の推進により幼児児童生徒がよりよく生きることを目指す。
・本校の魅力を発信し、在籍者数の増加を目指すとともに、学校外との交流により幼児児童生徒のコミュニケーション力および社会性を育て
る。

《取組の
方向性》

《６つの基本方針》
　　①チーム学校の構築
　　②厳しい環境にある子どもたちへの支援や子どもの多様性に応じた教育の充実
　　③デジタル社会に向けた教育の推進
　　④地域との連携・協働
　　⑤就学前の教育
　　⑥生涯学び続ける環境づくりと安全・安心な教育基盤の確保
《6つの基本方針に関わる横断的な取組》
　　➊不登校への総合的な対応　　　➋学校における働き方改革の推進

幼

児

児

童

生

徒

像

知・徳・体の調和のとれた、自らの人生を切り拓き、主体的に生きる幼児児童生徒

（評価　A:目標を十分に達成　　B:ほぼ目標を達成　　C:やや不十分　　D:改善を要する）

項目 取組ねらい　【P】 現状と目標【評価指標】 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】

・高知ろう学校授業のスタン
ダード票の内容について、新
任者研修等で説明を行い、
周知する。
・ICTの効果的な活用につい
て、実践事例等を参考に取り
組んでいく。また、子供達に
とっては、新しいことが学べる
手段の一つとなるよう指導し
ていく。併せて、家庭での使
用についても環境を整備して
いく。

・ 学校関係者評価 見直しのポイント　【A】
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・ＩＣＴ機器の有効
活用と共に、教職員
の聴覚障害教育の専
門性を向上させ、
「主体的・対話的で
深い学び」を実践
し、幼児児童
生徒の学習意欲及び
コミュニケーション
能力の向上を図り、
生きる力の向上を目
指す。

実践的な手話力の向上を目指して、外部専門家と連
携して手話を中心としたコミュニケーション力の向上
を図りながら、障害のある幼児児童生徒の「主体的・
対話的で深い学び」の在り方や学習指導についての
実践研究を深める。
・校内手話検定で上の級取得を目指す。
・ろう学校授業スタンダード票による自己評価点を前
回比10％向上させる。
・ICT機器を幼児児童生徒が自ら活用する事例を各
教員1事例蓄積する。
・ICT機器を全員が週1回以上活用する。
・標準学力検査等の評価指標「おおむね満足」を目指
す。
・学校生活アンケート「授業がよく分かる」の評価点
（令和２年度は、73%）今年度は80%を目指す。

・手話通訳士による実践手話研修会及び校内手話検
定を実施する。
・外部講師招聘による研修会の実施
・授業スタンダードによる自己評価の実施（年間３回）
・授業改善シートを活用した授業振り返りを行う。
・ＩＣＴ機器の効果的な活用法を研究し、ICT活用事例
集を作成する。
・月1回の学部研等で教科等の実践、振り返り、分析
を行い、改善につなげる。
・月１回学部研で幼児児童生徒の様子や課題を共有
する。
・クロームブックを活用し学部内での情報を共有す
る。
・各教科等でICTを活用し、個別の指導計画に明記す
る。

B

・手話研修会は、予定
通り進行中。
・研修会は、オンライ
ンで実施済。
・全員１回の公開授業
も終了し、適宜自己評
価を行っている。
・ICTの活用について
は、８８%の教員が活
用できている。

・手話研修会では、経験
年数の浅いの教員も研修
を行い、行事での手話通
訳を担当した。
・ICT活用事例を全員が１
事例まとめた。
・全日本聾教育研究大会
の授業分科会に70%以上
の教員がオンラインで参
加した。
・標準学力検査は、3月に
実施予定。「おおむね満
足」を目ざして取り組んで
いる。

B

・継続している水曜日の職朝での手話や、情報保障担当の割り
当てなどで、手話や情報保障についての意識が向上していると
感じられる。
・教科学習以外の場面においても、生徒がクロムブックを活用す
る機会が増え、学校行事の準備や取組の振り返りなどに有効に
だった。
・クロムブックの有効な活用方法について教員間で教え合ったり
するなど、ＩＣＴ機器がより身近になり、積極的な活用になってい
る。
・ICTの活用事例を各自１事例集約し、実践集録にまとめること
ができた。
・手話検定第1回目の実施、全員が合格ラインに達している。
・12月実施の読書力診断検査では、わずかではあるが全員に
伸びが見られた。
・ろう学校授業スタンダードによる集計では、子どもの実態に
あった ICTの活用ができているは、89％であった。

1年目の教員では、子どもの発言をきちんと受け止めているの
項目は、89％であった。
・「授業がよく分かる」の評価点73%→77%

B

・効果的な取り組みができてい
る。
・ICTの活用事例や『高知ろう学
校授業のスタンダード』は、初め
て赴任してきた教員を含め全体
で共有、指導法の継承ができる
ようにしてほしい。
・ 『 高知 ろう 学校 授業 のス タン
ダード』は、今後も重要視してほ
しい。
・子供の表情がよく、教師が自信
を持って指導している様子が伺え
た。
・読書力診断検査を含め、幼稚部
からの積み重ねの力があるため
「授業がよく分かる」の評価が上
がっていると思われる。取組の方
向性はよいと思う。

・今日、教師は、子供を褒め
たか、子供は褒められたかを
意識して指導に当たってほし
い。子供の自己有用感、自己
肯定感を高めてほしい。

また、その取り組みにや評
価についても行ってほしい。
・子供の評価は、規準に基づ
いて行われているか、教師同
士の共通理解が必要である。
どこを評価し、指導していくの
かアンテナを張って子供を見
ていくことが大切である。
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子供一人一人の発達
段階における課題の
達成を通して、将
来、社会人として自
立していくために必
要な意欲・態度・能
力を身につけ、それ
ぞれの人生を「より
よく生きる」ことを
目指す。

幼稚部、小学部では、集団活動や仲間づくりの経験
を通して基本的生活習慣の確立やマナーの習得を行
う。
中学部、高等部では自己理解を深めるとともに、個々
の課題に向き合い、ソーシャルスキルや職業観を身
に付け、社会参加できる力、進路実現できる力を養
う。
卒業学年の進路実現率100％を目指す。

・各学部の発達段階に応じた系統的なキャリア学習
を、幼稚部は年間１回、小学部、中学部、高等部は年
間２回行う。
・中学部２年・高等部では、生徒に応じて年間１回以
上の就業体験学習を行う。また、個々の進路に向け
た取り組みを発表する機会を設ける。
・道徳教育を通じて生徒の職業観を高めるとともに、
自立活動等でソーシャルスキルトレーニングを行う。
・進路指導部と各学部・各学級で情報共有を図る。

A

・９月から機械警備に
なり退庁の時間を６時
１５分までとし、現在の
ところ時間を意識した
働き方ができている。

・高知ろう学校の授業のスタ
ンダード票の『５ 子どもへの
関り』の項目を再確認し、子
供の自己肯定感を高める指
導を行う。
・職場見学や就業体験の継
続、体験先の開拓を行う。ま
た、重複障害のお子さん、そ
の保護者への情報提供を充
実させる。
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・他校との交流の促
進により本校の魅力
の発信し、在籍者の
人数増を図る。
・他障害種や居住地
校交流の促進を図る
中で、聴覚障害や本
校教育への理解を促
進し、子供のコミュ
ニケーション力、相
手を思いやる気持
ち、社会性を育て
る。

・幼児児童生徒数の減少がみられる中で、一定の人
数を確保し、集団での学習の機会の保障を図る。そ
のために、本校の専門性を各地域に発信するととも
に、交流学習などの機会に、本校の目指している目
標や幼児児童生徒の様子を見てもらい、本校の良さ
を様々な人に知らせる。
・学校間交流や地域交流などを通じて同世代、異世
代の人と触れ合う中で、相互理解や社会性の育成お
よびコミュニケーション力の向上につなげる。
・社会貢献活動に取り組む。

・高知江の口特別支援学校、第六小学校、居住地校
４校との交流学習の実施（２回以上実施）
・各学校、療育福祉センターなどでの随時の教育相
談の実施
･避難訓練、グラウンド整備などの合同実施（合同避
難訓練は１回実施）
・高知みかづき分校との生徒同士の交流会等の実施
・高知県立高知小津高等学校との交流学習の実施
（年間２回程度）
・ペットボトルキャップの収集を通して、世界の情勢に
も目を向けられる態度を育てる。（ペットキャッププロ
ジェクト）
・地域に根差す活動として校外清掃を行う。

A

・高知江の口特別支
援学校との交流は、
オンラインで２回実施
済。第六小学校とは、
学年別にオンラインに
よる間接交流や遠足
で直接交流を行った。
・居住地校交流は、感
染症予防対策で、中
止となったが、DVD等
の間接交流を実施し
た学年もある。
・地域清掃活動は継
続して行っている。

・第六小交流は、オンライ
ンによる間接交流や学年
別遠足の他に、1月下旬
に全校交流をする予定で
ある。
・学校間交流、居住地校
交流の実施、学校間での
成果と課題の検討を行
う。
・地域交流の成果と課題
の検討を行う。

A

・各学部１０月までに
就業体験を終了させ
た。また、高等部３年
に関しては、
１２月にも計画してい
る。
・「働くために中高生
のうちに身に付けたい
力」をテーマに卒業生
を講師に講演を行っ
た。（７月）

・聴覚障害者協会の青年
部による卒業生への講演
の実施。
・コロナの影響もあり、適
切な時期を伺いながら就
業体験を終了させる。
（就業体験：中2・10月、高
３・12月、高２・7月に2回）

A

・幼稚部では、毎日の学習や校外学習、行事等を通して集団活
動に親しみ、友達のことを意識したり自分の気持ちを伝えたり相
手の気持ちを考えたりする姿が見られるようになってきた。
・小学部では、年間を通し集会でのゲーム活動や花壇の水やり
を行い、キャリア教育に取り組むことができた。日頃から優しい
気持ちで、友達に接することができている。
・中学部２年生の就業体験を行い、中３の重複学級では保護者
も一緒に職場見学に行った。体験したことをパソコンを使ってス
ライドショーにまとめ、中高学部のキャリア教育Ⅱで発表予定で
ある。
・高等部は、放課後や長期休暇中に補習を行い、個々の進路に
合わせた対応ができた。
・高等部は外部講師を招聘し「労働基準法」について学ぶ機会
を得た。
・高３は進路実現ができ、進学先との連携も適宜、取れている。
・１月には中学部、高等部合同で就業体験学習の発表を行う計
画があり、各クラスで準備に取り組めている。
・希望する進路への実現、保育園への就業体験等、将来への
夢に向かって具体的に考えることができている。
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持続可能な学校教育
の中で教育成果を維
持し、向上させるた
め、学校の労働生産
性を向上させる。

・勤務時間の中で授業以外の時間に会議が多く、教
職員が教材研究、分掌業務、研修に充てる時間が少
なくなり、勤務時間外の在校時間が長くなっている。
会議の効率化を図る必要がある。
・勤務時間外の在校時間が月４５時間以上になる職
員が数人存在しており、この人数をなくす。

・職員会議、運営委員会の短時間化を図る。
・会議の精選と資料準備の省力化に取り組む。
・学校休業日等を設定して休暇等取得しやすい環境を作る。
・ワークライフバランスを意識した働き方ができるようメッセージ
や声掛けを行う。
・校内の情報共有、保護者との連絡等にICTを有効に活用す
る。

A

・長期休業中の閉庁日の設定。
・グループウエアの有効的な活
用で会議の精選を行う。
・感染対策としてMeetを活用した
会議の設定。

・居住地校交流は間接交流（5年）の他に、授業や活動にに参加
する直接交流ができた学年もあった（幼3歳児・２年・３年）。
・1日体験入学で保育園や難聴学級の子供と交流することがで
きた。
・地域清掃活動は、雨天を除き計６回（３学期の予定を含む）、
実施することができた。子ども達は、自発的にゴミを見つけて楽
しみながら活動することができた。地域貢献という意識は薄い
が、今後も取り組みを続けることで、育っていくのではないかと
考える。
・例年実施の小津高との交流はコロナのため中止となったが、
生徒がみかづき分校との交流を立案・計画し、実現させた（高等
部のみ）。
・ペットキャッププロジェクトでは、集まったキャップを団体に寄付
することができた。
・地域交流として行ったリースなどの製作で、子どもたちが地域
の方と触れ合う機会を得られた。

A

・昨年度は、新型コロナ感染症対策
で中止となった。昨年度までは、学
校の創立記念と併せて餅つきをし
ていたが、衛生面や感染症対策を
考え、今年度は、クリスマスリース
やお正月飾りを作った。材料集めに
は苦労したが、幼児児童生徒が思
い思いに作品を作る姿を見てうれし
く思った。また、お礼状を見て、新し
い交流を提案できてよかったと思っ
た。
・ホームページでの情報発信を積
極的に行ってほしい。
・地域の清掃活動に関して、地域の
方々に、「ありがとう」の声掛けをお
願いした。声掛けによって、子供た
ちは地域に貢献していると実感でき
るのではないかと思う。お互いが認
めあえる取組にしてほしいと思う。

・オンライン等での直接交
流、作品やメールの交換等
の間接交流など、感染症対
策を講じた方法を模索し、積
極的な居住地校交流、学校
間交流を行う。
・地域交流清掃活動をとおし
て、地域の方々とかかわり、
地域に貢献できている、感謝
されているという自己有用感
を養っていく。
・ホームページの積極的な活
用とリニューアルを行う。

・時間内の退庁、水曜日
のノー残業デーを継続し
て呼びかける。さらに、業
務の進捗状況の確認を行
いながら助言等を行う。

A

・水曜日の定時退勤の声掛けと機械警備で、以前より時間を意
識できている。
・高等部では、職朝後の学部連絡会を緊急時以外は取りやめ、
グループウェアのメッセージや掲示板を活用することで情報共
有と時間短縮につなげられた。
・長時間勤務者の該当者なし。

A

・働き方改革は意識を変えることが大
切である。管理職が声掛けをし、お互
いを気遣いあうことが大切である。
・機械警備で持ち帰る仕事が増えたの
ではないかと推察するが、個人情報の
扱いには十分注意してほしい。


